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SiO2-P、白金族元素抽出剤である MOTDGA（N,N’-dimethyl-N,N’-di-n-octyl-thiodiglycolamide）及び TOA（Tri-n- 




















着対象であるCs及びSrに対して、HLLW の硝酸濃度範囲である2～3 M (M = mol/L)において特に高い吸着性を




に Pd に対して強烈な吸着性及び迅速な吸着速度を示した。分離試験では、Pd の吸着と、非吸着成分との分離が
確認された。また、吸着したPdはチオ尿素を用いることで溶離可能であった。Tcの代替として用いたReは、洗
浄操作によって非吸着成分とは異なって流出したため、Tc-Moフラクションとしての分離の可能性が見出された。
これらに対し、Ru 及び Rh は吸着速度が遅いため、模擬廃液供給直後に非吸着成分と共にカラムから流出した。
そこで、Ln-MA 吸着材である TODGA/SiO2-P に着目し、Ru-Rh-Mo 群の非吸着成分としての流出と Ln の吸着及
びジエチレントリアミン五酢酸（DTPA）による溶離を確認した。このことからRu-Rh-Mo群とLn-MA群との分
離は十分可能である。 






段目に(Calix[4]arene-R14+Dodecanol)/SiO2-P 充填カラム、2 段目に(DtBuCH18C6+Dodecanol)/SiO2-P 充填カラムを
用いて Cs-Rb 群及び Sr-Ba 群の分離回収を行うこととした。次に 3 段目として(MOTDGA-TOA)/SiO2-P 充填カラ
ムによるPdの分離回収を行うこととした。続いて、4段目としてTODGA/SiO2-P充填カラムよってLn-MA群の
吸着を行い、Ru、Rh及びMoを代表とする非吸着成分を流出させることでこれらの分離を行うこととした。MA























た場合、1 サイクルにおける積算吸収線量は、1 段目である(Calix[4]arene-R14+Dodecanol)/SiO2-P が 70 kGy、2 段
目の(DtBuCH18C6+Dodecanol)/SiO2-P が 170 kGy、3 段目の(MOTDGA-TOA)/SiO2-P が 46 kGy、4 段目の
TODGA/SiO2-Pが12 kGy、5段目の isobutyl-BTP/SiO2-Pが17 kGyと見積もられた。本研究においてはこれを1つ
の指針として照射試験によって得られた結果の評価を行った。 
前述の懸念事項に対する情報を得るため、1). 放射線照射下バッチ吸着試験、2). 放射線照射下吸着材（抽出剤）
安定性試験、2’). 照射済み吸着材によるバッチ吸着試験、3).放射線環境下吸着保持性能試験の 4 つの試験を行っ
た。 
 
1). 放射線照射下における吸着挙動 
比較的線量が高くなると評価された(Calix[4]arene-R14+Dodecanol)/SiO2-P、(DtBuCH18C6+Dodecanol)/SiO2-P 及
び(MOTDGA-TOA)/SiO2-P について、実際にγ線照射下においてバッチ吸着試験を行うことで、放射線照射下に
おける吸着挙動の把握を試みた。その結果、全ての吸着材についてγ線照射下における吸着対象元素の吸着挙動
は非照射下の吸着と同様の挙動を示し、γ線照射による吸着挙動への悪影響は顕在化しなかった。よって、これ
らの吸着材は実廃液処理においても非照射下と同様にその機能を発揮できる。 
 
2). 放射線照射下における吸着材（抽出剤）安定性 
5 つの吸着材をそれぞれ硝酸水溶液と接触させた状態で照射し、水相への溶出有機炭素から吸着材（抽出剤）
の分解・劣化を推定することで放射線照射下における吸着材の安定性を評価した。溶出炭素は全て含浸した抽出
剤及び改質剤由来のものであると仮定した場合、全ての吸着材は吸収線量の増加と共に線形的に炭素保持率が低
下していった。しかし、1 サイクル内における放射線による溶出炭素は十分に低くいため、実廃液処理において
も照射される放射線に耐え得る。 
 
2’). 照射済み吸着材によるバッチ吸着試験 
放射線照射下における吸着材安定性試験では1サイクル内における放射線による溶出炭素は十分に低くいと考
えられたが、実際の吸着性能の低下を示しているわけではない。そこで、γ線照射済みの吸着材を用いてバッチ
吸着試験を行い、放射線照射による吸着性能の低下を評価した。試験が可能であった(Calix[4]arene-R14+Dodecanol) 
/SiO2-P、(DtBuCH18C6+Dodecanol)/SiO2-P、(MOTDGA-TOA)/SiO2-P及びTODGA/SiO2-Pについて照射済み吸着材
の吸着性能を求めた結果、全て吸着材について吸収線量の増加と共に吸着対象の吸着性能が低下する傾向にあっ
た。しかし、1 サイクル内における放射線による性能低下は十分に低いと考えられ、実廃液処理においても非照
射下と同様にその機能を発揮できる可能性がある。 
 
3).放射線環境下における吸着保持性能 
吸着材充填カラムを用いた分離操作では、非吸着成分が洗浄されるまで吸着した対象を保持する必要がある。
そこで、比較的線量が高くなると評価された(Calix[4]arene-R14+Dodecanol)/SiO2-P、(DtBuCH18C6+Dodecanol) 
/SiO2-P及び(MOTDGA-TOA)/SiO2-Pについて、γ線照射によって金属吸着済み吸着材から溶出した金属量の分析
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結果をもとに、放射線環境下における吸着保持性能を評価した。全ての吸着材は吸収線量の増加と共に線形的に
金属保持率及び炭素保持率が低下していった。しかし、1 サイクル内における放射線による溶出金属及び炭素は
十分に低くいため、実廃液処理においても吸着保持性能は十分である。 
 
第4章 結論 
プラントスケールでの実廃液の取り扱いを想定した線量で試験を行った場合でも、1 サイクル内においては放
射線による影響は軽微であることから、プロセスの放射線環境への適用も十分可能性があると考えられる。また、
吸着材及び試験項目によっては十数サイクルにわたって耐え得る可能性も示された。よって、現段階においては
本プロセスには放射線環境下に不適合となる結果は得られていないため、実廃液処理への適応も可能であると考
えられる。 
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